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経皮吸収型製剤（貼るタイプの薬）を使用することにより、p8に

あるような皮膚症状が発生することがあります。

万が一これらの症状が出てしまっても、適切な治療をすること

で軽減・消失させることができ、経皮吸収型製剤を使用し続け

ることが可能になります。

この冊子p5～p7、p9～p11で紹介したように、使い方のポイント

をおさえて発症する前に経皮吸収型製剤を貼る部位を十分に

保湿しておけば、困った皮膚症状を予防できます。

皮膚のバリア機能を高めるには、“皮膚の保湿”が大切です。水

分保有力の高い保湿剤を用いたスキンケアを徹底することで

皮膚症状の発生を抑え、経皮吸収型製剤の有効性を最大限

に活かしましょう。

薬の使用や皮膚症状については自己判断をせず、医師や薬剤師の指示に
従い、正しく対処してください。

杏林大学医学部皮膚科学教室 名誉教授 塩原 哲夫

監修：杏林大学医学部皮膚科学教室 名誉教授 塩原 哲夫

全身性

ビソノ®テープ、フランドル®テープを使用されている方へ
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